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先週のマーケット動向（9 月 22 日～9 月 26 日） 

為替、株式           

  Open High Low Close Chg 

USD/KRW 1,398.5  1,414.0  1,390.4  1,412.4  +18.8 

JPY/KRW 9.4453  9.4496  9.3757  9.4324  ▲0.003 

KOSPI 3,463.84 3,497.95 3,365.73 3,386.05 ▲59.19 

(Source: SMBS, Bloomberg)       

先週のドル/ウォン相場は上昇。9月FOMC後予想比タカ派

な発信がなされたことによりドルに買戻しの動きが入って

おり、週初1,398.5でオープン。その後1,400の節目を前に

介入への警戒や堅調推移が続く韓国株式市場への資金流入

により1,390付近まで下落した。その後週央にかけては材

料乏しく小動きが継続も、米国の今後の利下げ幅について

想定比限定的になるとの見方が広がったことで、ドルが広

範に買われ、25日に1,400の節目を突破する動きに。更に

週末26日には、米トランプ大統領が韓米貿易交渉における

3,500億ドルの対米投資は「先払い」と発言したことや、

発表された米経済指標が軒並み良好な内容だったことで米

金利が上昇推移したことで一段とドル/ウォンは上昇。

1,414.0の高値をつけた。結局、ドル/ウォンは前週末比

+18.8ウォンの1,412.4でクローズ。(韓国時間15：30） 

 

今週の見通し 

今週のドル/ウォン相場はレンジ推移か。週末具副首相

は米国との為替協議が終了したと発表。巨額の対米投資に

対して、韓国の外為市場の構造や通貨スワップの必要が協

議されたと見られるが、詳細は近日発表するとされてい

る。足許米利下げ期待の後退と対米投資に関連した需給の

悪化が懸念されウォン安が進行している。 韓国の大型連

休を前に、米国との交渉詳細を待つ中で、ドル/ウォンは

高値圏での推移が継続しよう。交渉結果次第では幾分下押

しする可能性もあり、注意したい。 
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* USD/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

* JPY/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

 

今後の予定 

 

29日(月) 欧 9月 消費者信頼感指数 確報値
30日(火) 日 8月 鉱工業指数 速報値

中 9月 製造業PMI 速報値
中 9月 非製造業PMI 速報値
中 9月 総合PMI 速報値
中 9月 サービス業PMI 速報値
米 9月 カンファレンスボード消費者信頼感指数 速報値

1日(水) 欧 9月 製造業PMI 確報値
米 9月 製造業PMI 確報値
米 9月 ISM製造業景況指数 速報値
米 9月 ADP雇用統計 速報値
日 3Q 日銀短観 

2日(木) 米 9月 失業保険新規申請者数 
米 8月 耐久財受注 確報値
韓 9月 CPI 速報値
米 8月 製造業受注 
韓 8月 国際収支 

3日(金) 欧 9月 サービス業PMI 確報値
米 9月 サービス業PMI 確報値
米 9月 非農業部門雇用者数 速報値
米 9月 失業率 速報値
日 8月 失業率 
米 9月 ISM非製造業景況指数 速報値


